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In this paper， the function of the punch line paratone in the J apanese Kobanashi stories is 
phonetically analyzed. In this framework， the main concern is on the pitch contour and the 

pause. As Brown and Yule (1983: 100) describe， "At the beginning of a paratone， the speaker 

typically uses an introductory expression to announce what he specifically intends to talk 

about. ... The end of a Paratone ... can be marked by very low pitch， loss of amplitude， and a 

lengthy pause." From the functional viewpoint， the punch line paratone can be defined as 

the identification of the end of the story. 
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1 .はじめに

笑いを言語学的に考察した先行研究は多い。例えば中村 (2008)は落語を含めて、日本的な

笑いを分類している。それによると三十分類のうち、地口は僅かに一つである。残りの二十九

は考えオチということになる。また、小泉(1997)や大島 (2006)は類型的な観点から笑いを

分析している。前者は意味論・語用論的な枠組みから、後者は社会言語学的な視点からの笑い

に対する考察である。しかし題材を落語に限定して談話構造という観点からの分析、更には音

響分析を施した例は少ないであろう o

本研究は、選択体系機能文法という枠組みで音調と聞を分析する。機能言語学では、発話に

おける「間」は脚列配分として音調の体系中に位置づけられている (Hallidayand Greaves 

(2008)， Kadooka (2004a， b， 2006， 2009)， Tench (1992， 1996)， VVennerstrom (2001))0 

題材として、落語のマクラで諮られる小11出を音響分析する。以下で小唱を談話構造という観点

から分析するが、鍵になるのは音調一一イントネーションであるo 通常の音調は、節・1以下の

単位で区切られる。本研究で着目するのは、節を超える段落音調(パラトーン)という単位で

ある。従来は、話題転換の折に用いられる商パラトーンと本題からの逸脱を示唆する低パラト
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一ンという二種類が研究されていた {Tench(1992， 1996)， Wennerstrom (2001))。次のよ

うである {Tench(1996， 24ーお))。

( 1 ) 高段落音調(高パラトーン):話題の転換

低段落音調(低パラトーン):本題からの一時的逸脱(脱線)

Kadooka (2011b)で英語の冗談を音響分析した結果から示されたように、サゲ音調は低段落

音調の音声的特徴とほぼ完全に一致する。サゲ音調はサゲがー話中で最も低い調子で語られる

故に、低段落音調の一種であると考えられるo しかしサゲ音調の機能は、(1 )で示されてい

る本題からの一時的逸脱とは本質的に異なるo

落語と同様に、小哨にもサゲ(オチ)がある。小哨のサゲで、低パラトーンと同じ音声的特

徴を持つ音調が観察される。これを「サゲ音調」として定義し、その機能や意味合いについて

考察した {Kadooka(2009， 2011b， c)、角岡 (2011a))。小哨においても長い噺においても、

サゲ音調は「これでー話の終わりですよ」という暗黙の合図であると考えられる。段落音調の

音声学的定義として、音調が切り替わる直前に「問Jを置くというのが重要な要素である。話
芸としての落語においては「問」が重要であるが、この小論ではサゲという山場の前に置かれ

る「サゲ音調Jに焦点を当てて分析を行う。
以下で定義するサゲ音調は、段落音調(パラトーン)の変種であると仮定している。「段落

音調」という用語そのものが、英語paratoneの語源に着目した仮訳であるo Tench (1996: 

24)ではパラトーンの音声学的定義として六条件を挙げているo これを角岡 (2011: 49)では

次のように考えていた(下線は引用者による)。

(2) 1.当初の音調単位において第一音節が高い調子で始まる。

2.当初の音調単位は、比較的高い基調音高である。つまり段落の最終単位における

低い音高に比べて、初めの低い調子が相対的に高いという意味である。

3.最終単位にかけて、その基調音高は一貫して下がっていく o

4.段落全体において、最終単位における音調の下がり方が最も急激である。

5.最終単位では話し方がゆっくりになる。

6.通常の音調単位問で認められるよりも長めの問が置かれる。

まずは瞥定的に訳語を確定しておかねばなるまい。二項目で「基調音高Jと称しているのは
baselineの訳で、原文でもこの語は引用符を付されていた。文脈から「検出される周波数のう

ち、低い部分を指す」と判断される。

下線部に相当する原文はgradualloweringであり、厳密には「逓減Jもしくは「漸減Jとで
も表現すべきであろう。また四番目で「音調の下がり方J(depth of fall)と表された事象につ
いては、角岡 (2011a)やKadooka(2011b， c)では詳細に検討しないままにされている。これ

ら二点については、第三節と第四節で扱うこととする。

選択体系では「音調単位」という用語で統一しであるが、以下の議論では便宜的に「行Jと
言い換える。

音声分析にはpraatというソフトウエアを用いる (www.fon. hum. uva nllpraat)。この解
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析ソフトでは、次節以降で掲げる (9)・(14)・(16)のように基本周波数等を自動的に抽出す

ることができる。

次に、サゲ音調の機能について考察するロ小咽や落語という話芸でなくとも、一人が長く話

し続ける場合に基調音高が漸次下がっていくというのは音声的に自然と言えるであろう。話し

始めは高く終末で最も低くなる、というのは自然の摂理に即していると考えられる。しかしサ

ゲ音調は、そのような自然な低さよりも一段低く、演出上の効果を聞き手に与えなければなら

ない。ある意味で通常と異なる話し方で、話芸という非日常世界に遊んでいるという印象を与

えるものであろうか。角岡 (2011: 58)ではサゲ音調の機能を、以下のように纏めていた。

(3) そのー終末の告知

小哨にしても本編にしても、サゲによってー話が完結することを宣言する。

(4) その二 余韻を残す演出効果

開を取って声を落とすことによって、聴、き手が噺全体を反努するような契機を与え

る。

「余韻を残す演出効果Jというのは、ネタの内容によって左右される余地があるo 例えば次節
で分析する小哨「幽霊の穴Jでは幽霊による独自が、サゲでー話全体の印象を決定づける傾向
を見て取ることができるo サゲにおける音調の効果については、最終節で纏めとして議論す

る。

2.小唱の音響分析

角岡 (2011)は、落語本編と小日出をそれぞれ、地口か考えオチか、サゲを登場人物が語るか

演者(噺家)が地で語るかによって四分類したo -2小哨は本編に比べて短いというのが最大特

徴である。「親子茶屋Jのように、ごく短い小哨が長編化して本編となった例もある。しかし
実演の高座で、本編のマクラとして小咽が語られることは意外に少ない。これは例えば角岡

(2011)で分析対象とした落語本編が433話であったのに対して、小日出が47編しかなかったこと

に反映されているo これは、本編のマクラで小哨を語る演者が少ないという事情が原因と考え

られる D 本節で分析する小哨二編は、いずれも考えオチで地口ではない。「ポツペン、ポッペ

ン」・3演者によるは地諮り、「幽霊の穴Jは登場人物による語りである。参照した小哨五十話
近くの中で、このように地語りによってサゲに至る類は僅かに二例あったのみで、いずれも擬

音語による地口である。

2.1. rポッペン、ポッペンj
「ポツペン、ポツペン」と筆者が題した小哨は、地諮りによるサゲと分類したこ例中の一例

である。音調単位で行の切れ目を表示して引用する。・4
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(5) 1.化けもんやら幽霊やらが集まって

2.忘年会ゃったちゅうな噺がおます。

3.酒が程ょう回って「みな、芸をなんか出せやJちゅうんで、
4. こう傘小僧、唐傘の化けもんが曲芸をこうやってみたり、

5.え-

6.一つ目小僧が

7.なんかこう踊りを踊る、大入道が力わざを見せる。

8.いろんなことをやってる中に、

9.河童がなんにもせんと呑んどる。

10. rお前もなんかやれJrわしゃなんにも芸ないねやJ
11. rなんかやらんかい、お前かて、呑んでんねゃないかいJ
12. rしゃ~ないなあ・・
13. どっか麦藁ないか」

14.麦藁を持って来さして尻の穴へグッと突っ込んで

15. r誰か、おれを
16.吹いたり吸うたりしてくれJ
17.すれはあ、すれはあ……、やると、頭の皿が「ポッペン、ポッペン、ポッペ

ンJ

化け物が宴会を聞いて隠し芸を披露し合うという発想も奇抜であるが、河童の頭の皿がビード

ロ細工のように「ポッベン、ポッペンJと音を立てるというサゲもまた荒唐無精である。途中
の掛け合いは、河童とその他化け物一人(一体)によってなされている。それ以前の三行目で

「みな、芸をなんか出せやJという発言があるo これは誰が発言したものか定かではないが、
その聞い自体も本筋に関係なさそうである。つまりこの誘いかけをしたのが誰であっても、詮

索する必要は認められないという意味であるo しかし十行目前半「お前もなんかやれJと十一
行目「なんかやらんかい、お前かて呑んでんねゃないかい」は同一人物による発言と考える方

が筋が通りそうである。サゲは登場人物である河童によって語られるのではない。「ポッペン、

ポッペン」という擬音語がそのままサゲになっている。これを地語りと分類した。口演では十

七行目「すう、はあ、、、Jは実際に息を吸ったり吐いたりしていたが、聞を全く置かずに一息
で「ポッペン、ポッペンJまで語った。
各行における基本周波数 (FO)の平均 (ave.)・最低値 (min.)・最高値 (max.)・最高値と

最低値の差 (range)・持続時間 (duration)・拍数 (μ)・一拍当たりの持続時間 (tempo)・

各行の前に置かれる閲 (pause)を表に組めてみる。周波数の単位はヘルツ、持続時間は秒で

表示している。周波数の最低値と持続時間・聞の最長、最小拍数と最もゆっくりした速度を太

字で示す。逆の、周波数最高値・最短持続時間および間・最多拍数・最速発話は二重枠で表示

する。
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(6) ~T ave. ffilll. max. range duration μ tempo pause 

l 214.14 150.97 340.94 189.97 2.03 18 0.1128 

2 217.90 109.39 334.46 225.07 1.84 19 

3 211.67 11 156.84 1 283.15 126.31 2.92 26 0.1123 1.13 

4 167.67 98.76 250.66 151.90 3.86 30 11 0.1287 0.56 

5 98.81 4'1.38 128.70 84.32 0.72 2 0.3600 0.34 

6 161.22 143.68 188.08 44.40 0.95 8 0.1188 1.13 

7 151.53 85.06 259.94 174.88 2.93 28 0.1046 0.48 

8 201.34 130.07 317.58 187.51 1.63 14 0.1164 0.59 

9 158.47 76.77 276.30 199.53 1.49 15 0.0993 1.11 

10 217.53 121.28 1 493∞11 187.53 2.06 21 0.0981 0.69 
II 1 281.25 1 112.Dl 435.14 1 323.13 1 2.23 23 0.0970 0.40 

12 155.25 132.31 169.62 37.31 0.75 6 0.1250 0.30 

13 262.16 135.83 主18.50 212.67 1.30 10 0.1300 0.30 

14 168.22 76.97 220.38 143.41 2.36 26 0.0908 0.37 

15 188.36 149.12 228.33 79.21 0.61 6 0.1017 0.36 

16 204.05 133.12 298.66 165.54 1.00 12 1 0.0833 1 0.39 

17 181.05 147.75 228.52 80.77 3.33 26 0.1281 1.50 

平均 190.62 117.90 282.47 153.73 1.88 17.06 0.1237 0.62 

!珂波数が最も向い・低い、 IBI合いが最も長い ・短いという極端な行は、 iztり口という観点から
なんらかの特徴が示されていると考える。以下で順次、検詰lしていく 。

基本周波数で平均・最低 最高で最も低い数値を独占しているのが五行目 「えー」である。

この行については、次段で述べる。 平均と品市Ii~波数で最も向い数他を示しているのが十一行

自「なんかやらんかい、お前かて、呑んでんねゃないかい」という河mの相手による掛け合い
である。これは例えば、河意との対比を際立たせるために一段と717を限り上げたというような

批批判カf成り立ち得る。 一昔閥単位として最も長いのが、凶行目 「こ う傘小伯、 I~-r傘の化けもん

が1111芸をやってみた り J である。二十人的、 3.86秒という長台f;~Jであるが、 地誌りの説明であ

る。対して最短は十五行目「誰か、おれを」という河童の呼びかけで、六拍 ・0.61秒である。

この行より ーjJ~1当たりで述いのが、続 く 十六行 EI r吹いたり吸うたりしてくれ」である。一拍
当たり0.08秒しか要していない。 卜五行自と十六行目は、節としては一息に発した方が自然で

あるように忠われる。二行に分割して間に0.39秒という 1mを挟んでいるのは、やや不可解であ

る。

IlIJの長 さ としては、サゲの直前で111: 11:1.5秒を記録している 。 日制i は~況銀首であるため、

聴衆の笑い戸がこの1111に大きく聞こえる。このように長い1111をmいているのは、一つには聴衆
の笑いが静まるのを待っている可能七lを指摘しておく 。もう一つの可能1!1は、次に大きくl呼吸

をして甘を出すための準備とも考えられる。サゲ「すう、はあ、すう、はあ 、やると、測

の血lが「ポツベン、ポッベン、ポッベン JJ は 1111断なく続いているので-{f~閥単位と扱ったが、

聴覚上 意味的には三部分に分割するのが妥当と，IJ.I.われる。すわなち「すう、はあ、すう、は

あjという呼吸ー「 やると、頭のJIILがJという地締りー「ポッベン、ポッベン、ポツベン」
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という擬音語への三分割lである。このサゲについては、次節で細かく検証する。

(5 )は口演を忠実に文字化したので、五行目は 「え一Jというツナギ (印日H恥erけ)で4必独3虫!立させ
た。]前而f後査のl附H川i日lがそれそ

と考考一えられる。特に後続のIll!1.13秒というのは、十七行自サゲの直前に次いで長い。「えー」

というツナギの持続|時間は0.72秒であるが、当然ー音節である。ひとまず二拍と考えたので、

一括l当たりは0.36秒で一括中最もゆっくりしたIIIJで発されている。ツナギを独立した「諸説純

略」として立てるとすれば、一話においてIIlJを持たせることとそのIIIJに次に何と切り出すか考

えることが主要目的であろう。この点からは、前後の1111と合わせて2.19秒が凶行目と六行自の

Il.IJに狭まれていることになる。また平均 ・最低周波数も五行自で最も低い他が出ている。数値

的には最も特徴の多いー行である。

ここで 「えー」というツナギを除外して分析してみる。これは、 「えー」というツナギは泌

者が無意識の裡に発するので他の言語弱;的な行と別扱いすることに一理あるという立場からであ

る。その場合、 二番目に平均基本周波数が低いのは七行自「なんかこう踊りを踊る、大入道が

力わざを見せるJという地語りである。f止低周波数が次に([¥;いのは九行目 「河童がなんにもせ
んと呑んどるJで、やはり地言語りである。最高周波数が二番目に低いのは十二行目 「しゃ~な
いなあ 」で、これは河童の独自である。河mが喋っているのは十行目後半・十二 ・十三 十
五 ・十六行目であるが、この 「しゃ~ないなあ J以外は相手を想定しての発言である。相手
に話しかける際はそれなりの調子であるが、 「しゃ~ないなあ Jという独自ではl皮きに近い訓
子まで戸を落とすというのは型!に過っている。

ー従l当たりの述皮は五行目 「えー」で最もゆったりし、十六行目 f吹いたり吸うたりしてく

れ」で最も速い。五行目は地掠りでt両者の地が出るが、 |ー六行目は登場人物の台詞である。地

11t りと鐙場人物の台詞で、速度や7Eの ~~，Ij 1:止に相 |瑚が見られるか否かは後段で検証する。二 ­

七 ・九十 十一 十五十六行目でほぼ同機の数値を示している。比較のために、小数点以

下四桁までで表示しである。

ここで迷度と戸の高低を関連づけるため、両者の数値を二次元上に務としてみる。縦軸には

戸の日{止をJ&り、検制lに緩急を配する。j.ti'の高低は、第一節 (2)で基調昔前を重視していた

ことを受けて、最低周波数で代表させる。丸付き数字は行数を示す。

(7) <rポッペン、ポッベン」、緩急と戸の73低}

級 園 :~~ 

⑨ ~ 
⑤ 

低
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一見してわかるように声のM低は振阿が大きいが、緩急は相対的に5・カ力トさい。音訓単位jjJの

性格付けを行うとすれば、地語り 日[1ち説明と査場人物に分けるのが妥当であろう。そこで、

登場人物による台前の行を白思反転で表示した。地Z!?りによる説明と台前が混在している三行

日も反転表示しである。ここでは地祈りは低い削子、台詞はrbい声で訴されている機子が観察
される。(7)における行待の分布を全体的に捉えると、核となる中心を求めることが縦しい

のに加えて、全体をニ昨または三群私り立に集約することも悶雌である。これは、 「幽銀の穴」

について阿様の分析をした(12)と比べてみると明らかな相迎である。

次に、地語りと河童及び掛け合いで相方になっているや111111の物の怪に分けて去に繊めてみ

る。三行 ~I rみな、芸をなんか11¥せや」は使宣的に{IIIWJの発言に分類し、|百l行前半の説明は地
語りに分離した。台前の後 「ちゅうんで」は集計から省いた。十行目、河訟と相方の掛け合い

はそれぞれに分離した。五行目のツナギ 「えー」は上拘 (7)でも飢祭できるように極端な傾

向を示しているので、集計から除外してみた。以 Fの集計で述度が (6)の数値と異なって、

述くなっているのはそのためである。数他は全て、各行を合計してZi術平均での出した。

(8 ) 

地話り i日iJlli. .frI!問で比べると、声のrJ3低と一昔前単位当たりの持続11寺/l1Iに顕著な廷が見られ
る。周波数では平均 .;l，I;前l音日 最日と三i胞時において、全く問機の結果を示している。他方

で速度は有意な廷は見られない。従ってこの小11111に限定した結論としては、 「地詩 りと!;t場人

物は、主として声の高低によ って区別 している」と言える。仲間J>河霊〉地諮りの服で戸が7ゐ

い。またー音調単位の長さ (拍数)にも、大きな差が見られる。この基準では地間り >や11111J>

河童の順で長い。1世話りと河童の平均では、 二倍以上の|別きがある。

ここで十行自後半、河童の台詞に着目する。「わしゃなんにも芸ないねや」において、次に

示すように急激な周波数変化が見られる。

(9 ) 

g 
翠

~" Mh...... ... ‘ 
γ一一一

ーノ~~
~.;:0:õ7 

オフ しゃ な /υ!こ bt  ないね 人訪

行政 「わしゃ」は低い所で160ヘルツ台が記録されている。ところが直後、 「なんにも」で490

ヘルツ台まで急上昇する。音階で言うと、 ーオクタープ半以上上がっている。これはー話中で

も最も高い数値であり、なおかつjjij後の変化が大きい。「ないねや」では反転して下降し、 120

ヘルツ台で一行が終わる。一行を過すと、「なんにも」が印象に残る日!?り口に1mこえる。
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2.2. r幽霊の穴j
次に挙げる「幽霊の穴」は笠場人物によるサゲで、地口ではない考えオチに分類している。・5

(10) 1 真夜中、丑満刻にあの進の後ろから

2 夜な夜な幽21が11¥るということをIlHいて、また

3 元気のええ若い辿中がな

4. rあ一、んなことあるかい」
5 なかには「ホン?に出るんやったらオモロイゃないかい、いっぺん幽笠ちゅな見

てみたいさかい」てなもんで、

6 夜中にその墓場の附でこう椴子を{日lごうてると、なるほと・丑i品刻、

7 そぉ~ッと幽箆が

8 現われまして、で、どっかへこう行てしまいよった。

9. r確かにこの辺からH.¥たんやで」ちゅうてみな掛って翻べてみるっちゅうと、
10 穴がl剥いてまんねゃな。

11. rこの穴から出たんやで、おい。
12 これj且めてしもたらどないなるやろなあ」

13. rオモロイなあ、ゃったれやったれ」石ゃなんか詰め込んで、キヅチワその穴を
埋めてしもた。

14 明け方前になると幽笠が戻ってきて、

15 ドロドロド口、消え込もうとしたが入れまへんねゃなあ。

16 何べんやっても入られへん。

17 段々だんだん束が白んでくる。

18. rああ、わしの命も
19 今日|限りじゃ」

全体は「幽霊の穴Jという外泌を附して怪談がかっているが、 中身は怖さや凄i床が全くない純
粋の滑稽小可ilである。lfll気盛んな若い述"1'が1it先;を組んで糊箆見物に繰り 出すという設定で、
一話は|場気な基調で始まる。この小附lでは、幽w.が入り込む穴を塞がれるので 「被仏P者」であ

る。幽主主の語りによるサゲ 「ああ、わしの命も今日限りじゃJのiiijにはかなりのIIJJが低かれ、
幽裂の哀れきを強制するために戸の調子は殊更にJIIIえられる。通常は一息で発すべきこの一行

を、「わしの命も」と 「今日|浪りじゃ」と二分割しているというのも落とし噺としての効巣を

狙った特徴である。このサゲは 「命を失いかけているJ幽笠の口調で、述!亙も極端に落とした
方が演出効来が突出するであろう。この例においても、第一節 (2)で仮定された段裕一百聞の

音声的条例を満たしている詩り口がよく観察される。

(6 )と同様に、「幽20の穴」において行ごとの周波数と持続時InJ等を数値化した表をfEJげ

る。
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)
 -1 
(
 

イ17ー ave. 111111. max. range duration μ tempo pause 

1 218.34 113.71 311.66 197.95 2.59 21 0.1233 

2 199.15 92.55 265.47 172.92 2.66 22 0.1209 0.19 

3 185.93 163.06 230.92 67.86 1.56 15 0.1040 0.29 

4 206.38 98.39 278.15 179.76 1.48 10 0.1480 0.43 

5 217.44 115.48 381.l1 265.63 3.68 37 0.0995 0.51 

6 172.88 59.79 326.81 26702 11 26 0.1631 0.18 

7 121.16 89.78 227.50 137.72 1.94 9 1 0.2156 1 0.46 

8 Il8.32 52.53 209.117 156.54 3.18 17 0.1871 0.13 

9 177.17 71.61 325.83 254.22 3.55 33 0.1076 0.28 

10 194.63 153.15 238.75 85.60 1.05 11 0.0955 0.23 

11 190.39 58.54 367.20 1 308.66 1 1.27 13 0.0977 0.54 

12 189.03 137.31 281.68 1'14.37 2.18 18 0.1211 0.82 

13 212.65 86.04 367.62 281.58 3.80 40 11 0.0950 0.64 

14 188.22 123.20 220.10 96.90 2.16 21 0.1029 0.73 

15 170.97 98.78 299.02 200.24 3.12 25 0.13 

16 []ωilll 140.01 1 375.89 11 235.88 1.38 14 0.0986 0.20 
17 224.20 168.46 276.40 107.94 1.79 18 0.0994 0.16 

18 244.28 57.16 361.76 304.60 1.31 9 0.1456 0.33 

19 235.03 1 209.04 11 256.15 '17.11 0.99 7 0.1414 0.19 

平均 196.12 l仰 93 1 294.79 184.87 2.31 19.26 0.1258 0.36 

法本JIH波数にl剥して、平均 最低・品目、と三刊¥1"1で最も低い数値を記録しているのが八行日で

ある。この行は 「現われまして、で、と っかへこう行てしまいよった」という怖:Gt描写であ

る。しかもlIIj行 (七行目)r幽鉱が」からおiいている。このように何気なく声を落として淡々
と掛りながら、 1mき手に 「次はどういう炭|品lになるのだろうJという期待を抱かせるのが熟練
した新り手の手料z手管であろう。噺の進行からは幽銀が現れて、いずこへともなく立ち去った

というので前半が一段落したというような区切りと言える。八行目で事態が展開するという白

を加味すれば、第一節(1 ) で定義した高段落)~~測に該当すると考えられる。

一拍当たりの速度で最も遅いのが0.22秒の七行目である。ここは 「そお~ッと幽笠が」とい

うi世話りである。幽霊が者かに現れるという怖玖に合わせて、諮りの述l止を落としている様子

が窺える。逆に111:も速いのは十三行目 rrオモロイなあ、ゃったれやったれ」石ゃなんか詰め
込んで、キッチリその穴を埋めてしもた」という長い行である。この行では 「オモロイなあ、

ゃったれやったれjと若い衆が嚇し立てている喋りと、「石ゃなんか詰め込んで、キァチリそ

の穴を埋めてしもた」という地語りが混在している。1111に 「と」なと引用標識を狭まず、 一息

で発している点も特徴である。

最終行 サゲに|却して特徴的なのは、 717を滞とすべきこの行で基司i音高が全行で最も高い

209.04ヘルツを記録している占である。しかしこの行では逆に、最高周波数が低いので最低と

品市の差が47.11ヘルツしかない。法制昔日が向いにも拘わらずこの行が「事[1えた訓子Jに!日l
こえるのは、最高と最低の差が小さいことがJjj(悶であるかもしれない。また本来ならばサゲは

日本語小叩!の音響分析 -41ー



「わしの命も今日限りじゃ」と一息で発せられるべきであるから、十八行目と十九行目を過し

て提えるという考え方も成り立ちうる。腿'J1:上はjfllえた訓子のように聞こえるが、数値分析で

は高い調子であることがわかる。次節(16)で周波数波形をt!iと示し、そこで詳細に議論する。

噺の流れとしては、五行日と六行目を対比してみるのが興味深そうである。この同行は共に

一行当たりの拍数が多く 、噺の進行上で大きく ~I>!iliが進展している場面である。 しかし五行目

は 「ホンマに出るんやったらオモロイゃないかい、いっぺん幽?lhちゅな見てみたいさかいJと
いう台詞中心、六行目は「夜中にその議場の附でこう椴子を伺ごうてると、なるほと'丑1荷主IJJ

という場而説明である。この二行で、筋立てが大きく進行する。 共通しているのは、 三 HI~liiíj

後という怖朝日4の多さである。
(7)と同様、「糊銭の穴Jについても器削昔日と速度の相|制を二次元表示してみる。丸数字
は行数を表す。若い衆による発言四行を白熱反転で表示する。

(12) U幽霊の穴」、緩急と声の高低}

， ， 

， ， 

:緩

砂ー

、
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， 

T.:.T-
⑫ 
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Q) 園 l

ー②⑮

@⑬  

低 l 薗

「ポッベン、ポッベン」を図示した (7)と比べてみると、この図から、各行は経忽という尺

JJtで明確に二鮮に分けられると 言える。 これらこ群を、 ~I中に円で示してみた。言い換える

と、 二次元上で中心 1111ち平均値から外れた周辺部への拡散が大きい様子を見て取ることがで

きる。つまり六行目から八行自にかけての状況説明と十八~十九行目でサゲにおいて諮りがゆ

っく りになっている分が特徴的である。それ以外の行では、相対的に速い語り口である。「ポ

ッベン、ポッベンJでは受場人物が物の怪ばかりで 「均質」であったが、 「幽笠の穴Jでは威
勢の良い若い衆と哀れな幽霊というように拠質で対照的である。そのような設定が締り口にも

反映されていると言える。但し幽鎧はたった一言、サゲでl嘆く のみであるが。

「幽霊の穴」における語りの特徴として、 一続きの台詞が二行に分割されている傾向を指摘す

ることができる。典型的であるのが、サゲを二行に分割した十八十九行日である。(J2)で

は矢印を付した。十一行目と十二行目も、同一人物によって発せられている。しかもこのplij例

とも、後半ーそれぞれ十二行目と十九行目ーにおいて極端に戸が布く変化しているという共通

点もある。この変化を、矢印で追跡して表示した。

(8)と問機に、地諮りと登場人物によって緩急ゃ戸の尚{止がどう異なるかを検証する。茄

い衆は一人ではなく何人かで同行したはずであるが、分析上は一分類とする。五行自は若い

衆、九行目と十三行自は地語りに分野lした。下に示すのは各数値のZl術平均である。
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(J3) 

予想通り、緩急で三者三根の結採が/1\ た 。 若い衆の話し方が最も色、で、幽1M.は ~n:'ìi~. にゆっくり

と語っている。器削音高では、地諮りと若い衆に有JJ:な差はないが、幽2Eの声は日い。これは

十九行目の向い戸に平均が引き上げられている結果である。やや意外であるのは、平均してし

まうと若い衆の方が高いTOTであるという結果であった。このように「幽霊の穴」においても、

淡者は戸の日i止によって地預りや*1:場人物の姉き分けをしていることが確かめられた。また摘

さ分けにと っ ては、緩急も重要な~紫である。

3.サゲ行での音調下降

第一節で触れたように、 Tench(1996)による段落音測の定義に「最終単位(小川11ではサゲに
相当する)における音訓の下がり方が最も急激Jという -J}'iがあった。 Kadooka(2011)で
は、これについては検証を先延ばしにした。これが具体的にどのような現象を指しているの

か、以下で周波数分析を通して明らかにしてゆく 。

第一節では角阿 (2011)を踏裂して当該部分を 「最終単位における昔前の下がりブJが最も急

激J(下線は引用者による)と表現した。原文はlowestである。Jjj(文にUIJして日本務訳すると、

逆に 「下がり;iが緩やか」と考えた方が妥当であるように思われる。いずれにしても最終単位
一裕訴や小叩|においてはサゲ において、下降訓になることが前f止とされているようである。
数他としては、各行における基本周波数の最大他と最小他の遅 日11ち表 (6)や (ll)におけ
る較差 (range)を対象にしてみる。以下では、小IIlI¥二例に則して分析を施す。

まず、「ポッ ベン、ポッベン」のサゲを少し詳細に分析してみたい。前節でも指摘したよう

に、このサゲ 「すう、はあ、すう、はあ 、やると、町lのJII[が 「ポッベン、ポッベン、ポッ

ベンJJは呼吸背一語りーサゲの擬lfと三部分から成り立っていると考えるのが自然であろう。
しかし音声的には三部分を区切るIIIJがなく、切れ目がない。日前では、 「すう、はあ、すう、

はあJは擬奇ではなく円'吸音ーをそのまま再現していた。従って周波数は採録対象外である。こ
れ以降の基本間波数波形を次に示す。

(14) <rポッベン、ポッベン」サゲ}
it!マιんの寓曾

丸ztzzh。57‘ 喝::.)"""M<>'‘ 

宣..
5抄ヲ2

γ.."c印，

やると :ffi の皿カ [;J!7ペン 打γベン ポッベンj
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この波形からは、擬昔話「ポッベン」では前半二拒lから後半三拍に移る際に昔前が大きく上がっ

ている様子が見て取れる。「ポッベンjは三度繰り返されているが、最も7JEu、周波数は一度目の

「ポッベン」で二音節目 (rベンJ)で226-228へJレツが記録されている。一背節目 「ポッ」 はiω
ヘルツ台である。「ポッベン」の二音節1111は、音程にして短六度に近い上昇である。も

liif半「やると、 lifiの1111が」と後半 「ポツベン、ポッペン、ポツベン」に分けて、

平均 ・最低最高周波数を表で示す。

(15) 

前半

後半

行全体

ave 

175.08 

189.59 

181.05 

I11JIl 

147.75 

160.24 

147.75 

max 

212.45 

228.52 

228.52 

それぞれの

いずれの数値も、後半 「ポッベン、ポ ァベン、ポ ッベンJJにおいて前半 rWiの皿が」よりも
高い。しかしその差は僅かで、小町11全体の平均 (平均で190.62、最低で118.21、最高で271.94ヘ

ルツ)と比べてみても器開昔日が高いのみである。但し平均の基調音山が118.21に対してサゲ

後半の160.24ヘルツというのは、'ii1まな差である。前半における基調昔前147.75ヘルツもまた、

小附i全体よりも有!J:'こ高い。
上述Lたように 「ポッベン、ポッ ベン」最終行は口前で実際に 「臣、を吹いたり吸うたりJし
ているので、周波数は収録されていない。(14)の範闘では周波数の高1止法は80.77ヘルツで、

一話全体の平均153.77よりは低い。しかし全体で高低差が最も小さいのは一二行目で37.31ヘル

ツである。

次に「幽量生の穴」で問機に最終行にかけての周波数推移を検証する。「糊51fの穴」サゲでは、

「わしの命も、今日限りじゃJが二行に分割されていることが大きな特徴である。通常ならば
一息で発せられるはずの一文が、口前では0.17秒の問を位いて二音調単位に分自lされている。

これこそが、大きく笑いを誘引する話芸の神髄である。この二行分、基本間波数波形を以下に

提示する。

(J6) <r幽霊の穴J最終二行}

-44ー

豆
電

52 ‘， ~.' ~K ' ， 
，"，守一一一

胤胃の穴

九ハ
~-~\ 

'0 " υs 

あ ，. bしσ3

γ".昭 電吋

L、。〉全h む

出谷大学国際センター研究年制!(20l2)郁2P;

s ‘鳥"5.J5，.K

~一一、

5.'''.' 

きょうカ・ぎり じゃ



十八行目「ああ」は348ヘルツ台と ?fls い f~I\J子で入る。続いて「わしの命も」では100ヘルツ台に

低下し、直後に80ヘルツ台までー挙に下がる。 「ああ」で感動詞としては詠映前でJH.1布した高

い戸であるが、 「わしの命もJと尖fliijでぐっと抑えた低い間l子に転ずる。 卜八行目で平均を取
ると240ヘルツ台であるが、市い11了と低い戸の変化に詰んでいる。振幅の穴きさは、 一話十九

行を通じて故大である。

この行に比べるとサゲ「今日 IU! りじゃ」は、行全体が高いW~j子ながらも変化に乏しい動きで

ある。それは、高低差が47.11へJレツと一部中で最も狭い純凶に収まっている結果に繋がって
いる。この節で定義した「下がり方が緩やか」という記述に一致している。

また第一節 (4)ではサゲを IIIUを取って戸を務とす」というように音智 ・脱党(1'，に定義し

ているが、周波数推移(11)と(16)からは「低い訓子」に該当しないように思われる。「低
い」 という代わりに、 上下の娠中国が小さいという昔、 I~、での Ijl[わえた訓子」 という定義で代替で

きるように考えられる。

4.漸減

この節では、第一節(2 )の三帯目で示された「法制音同が-1'1:して下がる」という漸減傾向

について検出lする。

Tench (1996: 24)がbaselineと称していたものを第一節では 「基調音高」と日本慌に置き

換えた。これは最低周波数に相当する数他であると考えている。比較するために本節では、平

均 ・最高周波数も分析対象に1mえる。次に掲げるのは、 「ポッベン、ポツベン」卜七音訓単位

を縦割hとして、平均 最低 :ll:i ~':j三周波数の推移を示した図である。

(17) <1ポツベン、ポッベンJJi'日波数推移〉

500 

100 

A. _ .... ¥ 舟

ι 、、 a‘ A 

止二 mト ~ ，8/ ah ~実去三:Z玉有E子ミコ¥『
¥ . ¥ 『町一 ・

、I'
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300 

200 

。
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大まかな傾向としては、一行目から'li.行自までは下降司lー十一行目にかけては反転して上昇恭
制一一|二行自で大きく下がる サゲまでは緩やかな上昇 と細められるであろう。十七行全体

を過して総括しでも、 「漸減」と判断することは難しそうである。これは基訓昔日当だけではな

く、平均・ iii~!:Î周波数についても該当する。 娠中高は各々拠なるが、五~十一行で上昇、十二行

で下げた後に緩やかな上昇に転じるという基本的な動きは共通Lている。
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このように各行において周波数の推移が複雑になるのは、 l日1fの巡ひ、による。特に登場人物の

描き分けによって、戸の調子を上げ下げして変化を付けることは落語という話芸では必須であ

る。しかし演者自身による地誇りは相対的に、そのような戸の変化を付ける必要に乏しいであ

ろう。この傾向が端的に表れているのが、ツナギの 「えー」であろう。五行自の 「えーJは、
全行を過して最も低い。出だしから五行目にかけては地語りが続き、 三行目を除いて低下傾向

を示している。三行自の途中で 「みな、芸をなんか出せや」という台詞が入る。これは宴会中

である物の怪が発した一言であるが、どの物の怪であるかは特定できない。との物の怪である

かは、 IWfの是liひPにきして意味を持たない。仮に十行目でjiiJ!i1に 「お前もなんかやれ」と骸けて

いる物の怪と向ーであっても一向、差し文えはない。六行目から九行自までは再び地語りであ

る。この凶行においては周波数の変化が相対的に小さく、 277りの安定性を体現していると言え
よう。しかし十行目以降は登場人物による掛け合いに移行し、締り口湖の多様きが音調変化に

も看11\(できるようになる。最も象徴的であるのが 卜一行 I~I 、河ïi!の相方による挑発である 。 他

の化け物が互いに芸を披露している中で、何もしない河:mを訓難している一行である。ここで

は興精している様子を示唆しているのか、急に声がriiくなっている。ところが次の 卜二行自で

一転して戸ifii.tの反論「しゃーないなあ」で、ぐっと戸の絢子を務とす。次の十三行自 「どっ

か変援ないかjは同じように河童の発話でありながら、前行よりも高い部l子である。これら観

察より「独自よりも相手に対して働きかけるような発話において、 F干が蒔くなる」という一般
則を導き出す可能性が指摘できそうである。これは対話において 「相手の注意を惹くために声

をijliり仁げる」という目的に沿うことから、極めて合理的な原則であると言えよう。

一行目で最初に記録されている周波数は153.71ヘルツである。これは全体の平均数値190.62

ヘルツより低い。これは最初の二行が、地問tり 「化けもんやら幽箆やらが集まって/忘年会ゃ

ったちゅうな噺がおます」によ って噺全体の説明になっている という点が抑えた調子に影響し

ているものと考えられる。これが落語本編で多く見られるように 「こんにちは」という登場人

物の発話であれば、それなりに高い調子で発せられるはずであろう。逆に場而などの説明とし

て、浮ついた調子を避けるというような事情があったものと祭せられる。

次に「幽22の穴」で、 同様に三周波数の推移をみてみる。

(18) <r幽笠の穴」周波数推移}
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一瞥してわかるように最高・最低周波数は上昇と下降を交互に繰り返しており、規則性が全く

見当たらない。この原因は種々考えられるが、一つには登場人物の多さが指摘できそうであ

るorポッペン、ポッペンJは傘小僧や一つ目小僧、大入道が登場はするが背景で芸を披露す
るのみで喋りはしない。「みな、芸をなんか出せやJと嚇している勧進元と、「なんかやらんか
い、お前かて、呑んでんねゃないかい」と河童に験けている化け物が「同一人物」だとする

と、このー話で言葉を発するのは二人しかない。そういう意味で「ポッベン、ポッペン」は比

較的、噺の運びが単純であるo ところが「幽霊の穴Jでは血気盛んな若い連中が徒党を組んで
幽霊見物に繰り出すという設定で、相当数一二人や三人とは考えにくいーが賑やかに喋ってい

るo 一話中の会話量では十九行中、八行が会話で占められている (42.1%) 0 rポッペン、ポツ
ペンJでは十七行中の七行が会話であった (41.1%)0 現段階での結論としては、登場人物の多
様さが噺の運びにおける変化一ひいては基調音高の上下ーに直結しそうである。

「幽霊の穴」において特徴的なのは、高い声ながらサゲが抑制された調子で語られている点

である。対照的に、文法的にはー続きである前行「ああ、わしの命もJが低い調子であること
が(18)から看取できる。このように低い調子から一転して高い調子に転じるのも、語りに変

化を持たせる工夫の一つであろう o

5.まとめ

この節では全体の纏めとして、サゲ音調の機能・小哨の談話構造・段落音調の定義について総

括しておく。

まずはサゲ音調の機能について、第一節 (3)・ (4)の定義を再掲する。

(19) そのー終末の告知
小哨にしても本編にしても、サゲによってー話が完結することを宣言する。

(20) その二 余韻を残す演出効果

聞を取って声を落とすことによって、聴き手が噺全体を反努するような契機を与え

る。

この二点については今後、落語を離れて一般的な談話についても同様の傾向が認められるや否

やを追求していく。つまりー続きの談話において、ある話題の始まりは高い調子で入り-これ

が即ち「高・段落音調」である一徐々に基調音高が下がり、最後の音調単位で低くなる、とい

う基本構造が共通していることが確かめられれば段落音調の一般化に繋がるものと考えられ

る。落語本編あるいはマクラで振られる小附は、一人の演者がー続きの筋立てに沿って複数の

登場人物を語り分けるという観点から「特殊な談話構造Jというように位置づけられよう。
次に小唱の談話構造ー特に音調を具現する基本周波数の推移ーに関して、これまでの検証に

おいて観察された傾向を纏めておく o
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(21) 一.節が短いほど、周波数高低差の振幅が狭い
二.登場人物の多さに左右されるー登場人物が多ければ、人物像を描き分けるために

声の調子に変化を持たせる

一.登場人物が女子どもであれば、この分は高い調子になる

四.会話で相手に働きかけるような内容の発話においては、注意を惹くために高い声

を用いる

これらはいずれも、噺の筋によって演者が語り分けるという事情を反映している。今回検証した

「ポッペン、ポッペンJと「幽霊の穴」の二編では、登場人物は全て物の怪または成人男性であ
った。 Kadooka(2012)で採り上げた「書いたもんが物言うたJでは丁稚が登場していたo 人物
別の周波数分析によって、丁稚は大人よりも高い声で演じられていることが実証された。

次に一行における拍数と、平均・最低・最高周波数・最低と最高周波数の差・持続時間との

相関を探る。相関係数を以下に示す。

(22) ave. 
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拍数と持続時間が比例するのは、一行に盛り込まれる情報量という観点から当然である。基調

周波数では、最高値と範囲が同程度に相関を示しているo しかし平均と最低周波数に関して

は、二重枠で囲んだ四項目のうち三項目で負の値で結果が出ているほどである。正の値にして

も負の値にしても絶対値は零近辺であることから、平均周波数及び基本音高と音調単位の長さ

については「相関関係は認められないJと判断するのが妥当であろうo しかし「一行における
拍数拍数と最高周波数、および音域の幅(最高と最低周波数の差)には相関関係がある」とい

う結論に至りそうである。これまでの検証から、一行当たりの拍数と最高周波数との相関につ

いて根拠になりそうな行は見当たらなかった。しかしこの相関は「長い行ほど高い声になるJ
という示唆に繋がる可能性があるo 例えば、「短い行であれば抑えた調子でも単調にならない

が、長い行だと一本調子では持たない」というような一般化が考えられそうである。極端な例

であるが「ポッペン、ポッベンJ五行目「えーjというツナギは低く抑えた調子で、音調単位
として短かった。これは今後の検討課題としたい。

この傾向を裏返せば、一行当たりの拍数と基調音高の相関係数が負の値になっている事実を

説明できそうである。つまり「長い行ほど基調音高は高いJという傾向が、弱いながらも窺え
そうである。

一行当たりの拍数と高低周波数の幅に中程度の相関関係が認められたことは、上掲 (21)の

予測と一致している。「長い行では、抑揚に変化を持たせる必要が大きいJという一般化がで
きそうである。より多くの分析対象から、同様の結論を導き出すのが今後の課題である。
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註

.1 選択体系の枠組み(例えばHallidayand Greaves (2008))では、文を「節J(clause) と呼
ぷo

・2 Kadooka (2009)では、サゲを登場人物が語るか演者が地で語るかという区別を設けなか

った。従って本編と小日出を合わせて、全体で四分類であった。

・3 本研究での小哨「ポッペン、ポツペンJは、角岡 (2011a)で「化け物の宴会」と称してい
た小日出を改題した。この改題は「ポッペン、ポツペンJという擬音語がサゲそのものであ
り、端的に小日出全体を代表するのに適していると考えたからである。

・4 口演は、桂米朝師によるニコニコ動画 (www.nicovideo.jp)r五光Jのマクラを参照した0
・5 r幽霊の穴Jという外題も、筆者による仮のものである。「ポッペン、ポッペン」と閉じ
く、米朝師による「五光Jのマクラを参照した。
・6 ー音節目「ポッJは160ヘルツ台であるので、音階では「ホJ音(165ヘルツ)近辺である。
二音節目「ペンJ228ヘルツは、「イJ音 (220ヘルツ)よりも半音高い「変ロ」音
(232.03125ヘルツ)に近い。従って本文では「短六度Jという表現にした。
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